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問 

ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
組
織
改
革
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答 

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
政

策
を
実
行
し
て
い
く
た
め
に

は
、
市
長
部
局
に
お
い
て
一

元
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
望

【
↖
２
面
へ
続
く
】

問 
今
年
10
月
か
ら
Ｂ
型
肝

炎
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化

が
始
ま
る
。４
月
か
ら
７
月
生

ま
れ
の
子
は
公
費
助
成
期
間

が
他
の
子
よ
り
４
カ
月
短
い
。

公
平
性
の
面
か
ら
初
年
度
の

定
期
接
種
対
象
者
に
限
り
公

費
助
成
期
間
を
最
大
４
カ
月

延
長
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

予
防
接
種
を
し
っ
か
り

と
進
め
て
い
く
こ
と
は
市
の

重
要
な
責
務
で
あ
る
。
提
案

の
あ
っ
た
公
費
助
成
期
間
の

延
長
に
関
し
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問 

浦
賀
ド
ッ
ク
や
奉
行
所

の
両
跡
地
の
活
用
に
関
し
、

市
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

（注）ここに掲載する質問記事は、本会議場における発言に基づくものです。

第
３
回
定
例
会　
一
般
質
問

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
期
間
延
長
に
つ
い
て

二

見

英

一  

議
員　
　
公
明
党

　
平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月

２
日
か
ら
10
月
14
日
の
43
日
間
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
の
主

な
議
題
は
、平
成
27
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
議
案
10
件
に
関
し
て
の
審
議

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
適
正
で
あ
っ
た

と
し
て
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。
そ

の
他
補
正
予
算
等
12
件
の
議
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
第
２
号
を
受
け
て
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
避
難

者
が
今
の
ま
ま
住
み
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
住
宅
支
援
を
継
続
、
拡
充
さ
せ

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
全
会
一

致
で
可
決
し
、国
に
提
出
し
ま
し
た
。

請
願
第
３
号
「
市
史
編
さ
ん
係
の
存

続
及
び
収
集
資
料
の
保
存
・
公
開
に

つ
い
て
」
は
審
査
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
採
択
し
、
そ
れ
に
関
連
し
、
決

議
案
第
２
号
「
横
須
賀
の
誇
る
べ
き

近
代
化
歴
史
資
料
を
生
か
す
歴
史
資

料
館
の
早
期
検
討
を
求
め
る
決
議
に

つ
い
て
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
横
須
賀
市
観
光
立
市
推
進

特
別
委
員
長
か
ら
最
終
報
告
を
行

い
、
本
定
例
会
を
も
っ
て
審
査
を
終

了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
百
条
委
員
会

の
委
員
長
か
ら
最
終
報
告
が
さ
れ

（
下
記
参
照
）、
証
人
３
名
の
告
発
に

つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

百
条
委
員
会
終
了
、

証
人
３
名
を
告
発
へ

　「吉田市長の不透明な市政運営に関する調査
特別委員会」（100条委員会）は付議事件の調査
を終了し、10月1４日の本会議において最終報告
を行い、了承されました。本委員会の付議事件
は①日本丸招致問題②職員採用問題③BBQ
パーク問題、の３件で構成されました。
　このうち①及び②の調査結果は、既刊の「市
議会だより」に掲載しましたので省略し、ここ
では③BBQパーク問題の調査結果について報
告します。BBQ問題は、昨年夏季に、「シティー
サポートよこすか」（市の全額出資法人）が、ポー
トマーケット（市港湾施設）において飲食施設
BBQパークを営業した際に建築基準法違反（コ
ンテナハウス使用）が発覚し、BBQ委託事業
者と市長が懇意の関係であることから、BBQ
営業に市長の関与が疑われるため、調査に至り
ました。調査事項の総括として、まず証言等か
ら、BBQパークは、実態として市長と懇意の
事業者が営業しており、BBQ事業者の選定に
市長の関与が疑われると判断しました。そして、

公人たるトップの公私混同の政治姿勢が、不透
明な関与につながったものと総括しました。ま
た、このBBQパーク事業は、港湾施設使用条
例で禁止される、港湾用地を転貸（又貸し）の
状態で営業を開始したことから、条例違反を回
避するために、意図的に契約締結日を操作した
ことなどを確認しました。その行為は、経営実
態とかい離した業務体裁を取り繕うための欺瞞
行為であると判断しました。そして、証人喚問
で、事実と異なる証言があったことを認定し、
吉田市長他２名を地方自治法違反（偽証）で告
発すべきものと、賛成多数で決しました。次に、
とりまとめとして、日本丸招致問題の調査時に
も偽証が認められることから、吉田市長を同じ
く告発すべきものと決しました。
　最後に、一連の事件は、公明性・公正性を欠
き、市民の信頼を大きく損ねるもので、市長は
じめ執行部は、このことを自覚して、問題点の
指摘を真摯に受け止め、市政への信頼回復に努
められることを願うものです。
� （委員長　木下憲司）

9月11日ビッグレスキューかながわ（平成28年度神奈川県・横須賀市合同総合防災訓練）が実施されました。
横須賀市議会においても、5月に「災害時における議会のあり方検討会」を設置し、災害時に備え、議員・議会がどうあるべきか検討しています。

取
っ
て
住
友
重
機
械
工
業
株

式
会
社
と
の
交
渉
に
臨
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

答 

私
が
本
社
に
出
向
き
、申

し
入
れ
を
行
って
い
き
た
い
。

問 

市
史
編
さ
ん
係
を
存
続

さ
せ
、
収
集
し
た
歴
史
資
料

の
調
査
・
研
究
を
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答 

博
物
館
、
図
書
館
そ
れ

ぞ
れ
で
活
用
す
る
の
が
一
番

適
当
だ
と
思
う
。

１００条委員会最終報告

組
織
改
革
と
地
域
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

加

藤

眞

道  

議
員　
　
市
政
同
友
会



よこすか市議会だより 第22号（2）

答 

気
温
の
上
昇
、
台
風
の

襲
来
、
豪
雨
発
生
な
ど
異
常

気
象
は
顕
著
だ
。
地
球
温
暖

化
の
影
響
の
可
能
性
は
あ
る
。

問 

久
里
浜
に
石
炭
火
力
発

電
所
を
建
設
す
る
計
画
だ

が
、
石
炭
火
力
と
天
然
ガ
ス

火
力
の
地
域
経
済
効
果
の
比

較
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答 

そ
の
差
に
よ
る
経
済
効

果
の
分
析
を
し
て
い
な
い
。

問 

環
境
基
本
条
例
と
の
整

合
性
は
と
れ
て
い
る
か
。

答 

プ
ラ
ン
の
目
標
数
値
は

石
炭
火
力
を
想
定
し
て
お
ら

ず
、
内
容
的
に
は
整
合
性
は

と
れ
て
い
な
い
。

問 

原
子
力
地
域
防
災
計
画

の
改
定
に
あ
た
り
事
故
の
想

定
内
容
は
。

答 

空
母
停
泊
位
置
か
ら
１

㌔
㍍
か
ら
３
㌔
㍍
以
内
に
と

ど
ま
る
想
定
。

問 

事
故
が
起
き
て
も
誰
一

人
被
ば
く
し
な
い
計
画
に
責

任
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
だ
。

答 

難
し
い
が
頑
張
り
た
い
。

ム
に
出
席
す
べ
き
で
あ
る
と

思
う
が
い
か
が
か
。

答 

ぜ
ひ
出
席
し
た
い
。

問 

浦
賀
奉
行
所
跡
地
に
つ

い
て
住
友
重
機
械
工
業
株
式

会
社
社
長
と
の
ト
ッ
プ
会
談

を
実
現
し
、
地
域
住
民
の
要

望
を
直
接
伝
え
る
べ
き
と
思

う
が
い
か
が
か
。

答 

提
案
の
通
り
早
期
に
住

友
重
機
械
工
業
株
式
会
社
の

本
社
を
訪
問
し
、
地
域
の
皆

様
の
意
向
に
つ
い
て
申
し
入

れ
を
行
い
た
い
。

問 

横
須

賀
製
鉄
所

に
つ
い
て

は
引
き
続

き
認
知
度

向
上
に
努

め
る
べ
き

と
思
う
が
い
か
が
か
。

答 

引
き
続
き
周
知
に
努
め

強
く
発
信
し
て
い
く
。

問 

国
際
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ

透
明
性
が
大
切
！
完
全
給
食
＆
ご
み
処
理
施
設
建
設

大

村

洋

子  

議
員　
　
日
本
共
産
党　

問 

全
員
喫
食
の
完
全
給
食

の
議
論
や
決
定
の
プ
ロ
セ
ス

は
透
明
性
の
担
保
が
大
事
で

は
。答 

学
校
現
場
や
保
護
者
等

多
く
の
方
々
が
注
目
し
て
い

る
。透
明
性
は
担
保
す
べ
き
だ
。

答
教 

会
議
資
料
や
議
事
録

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
、
ご
意
見
は
公
式
の
場
で

報
告
す
る
。

問 

教
職
員
の
皆
さ
ん
へ
経

過
報
告
等
情
報
を
し
っ
か
り

伝
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

答
教 

情
報
を
し
っ
か
り
と

共
有
し
、
現
場
の
声
を
受
け

と
め
て
い
く
。

問 

ご
み
処
理
施
設
建
設
の

総
事
業
費
は
２
９
７
億
円
。

重
要
事
項
を
決
め
て
い
る

「
対
策
協
議
会
」
の
論
議
は

本
来
市
民
に
開
か
れ
て
し
か

る
べ
き
で
は
。

答 

議
事
録
は
作
成
さ
れ
公

開
も
さ
れ
て
い
る
。

問 

議
事
録
は
簡
単
に
読
め

な
い
。２
つ
の
行
政
セ
ン
タ
ー

に
し
か
な
く
門
外
不
出
。も
っ

と
透
明
で
あ
る
べ
き
。

答 

今
の
状
態
か
ら
さ
ら
に

何
か
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

考
え
に
く
い
。

教とあるものは教育長の答弁　教とあるものは教育委員会委員長の答弁

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
学
校
情
報
の
発
信
力
の
向
上

本

石

篤

志  

議
員　
　
公
明
党

問 

情
報
漏
え
い
事
故
の
発

生
状
況
と
原
因
及
び
防
止
対

策
と
し
て
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
職
員
研
修
の
内
容
に
工

夫
を
凝
ら
す
べ
き
で
は
。

答 

昨
年
度
の
事
故
発
生
件

数
は
24
件
で
、
原
因
は
人
為

的
ミ
ス
。
職
員
研
修
方
法
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問 

市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
、
福
祉
部
の
相
談

窓
口
に
個
別
ブ
ー
ス
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

答 

全
体
の
状
況
を
判
断

し
、
設
置
に
向
け
て
検
討
を

行
い
た
い
。

問 

若
い
世
代
に
民
生
委
員

の
役
割
の
重
要
性
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
県
立
保
健
福

祉
大
生
を
対
象
に
、
民
生
委

員
を
体
験
で
き
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
べ
き
で

は
。答 

大
学
に
対
し
て
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問 

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

発
信
力
向
上
の
た
め
、
新
し

い
更
新
方
法
に
変
更
す
べ
き

で
は
。

答
教 

教
員
の
誰
も
が
情
報

を
更
新
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

検
討
し
た
い
。

津
波
防
災
対
策
に
つ
い
て

松

岡

和

行  

議
員　
　
自
由
民
主
党

問 

津
波
浸
水
想
定
図
に
お

い
て
想
定
す
る
津
波
が
発
生

し
た
場
合
、
地
域
医
療
救
護

所
の
多
く
が
開
設
さ
れ
な
い

な
ど
の
事
態
に
よ
り
、
本
市

の
災
害
時
医
療
計
画
は
役
に

立
た
な
い
と
思
う
が
、
考
え

は
ど
う
か
。

答 

被
害
状
況
を
確
認
し
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
全
く
役
に
立
た
な
い
と

は
思
っ
て
い
な
い
が
、
津
波

被
害
も
想
定
し
、
地
域
医
療

救
護
所
の
代
替
施
設
を
検
討

す
る
な
ど
、
必
要
な
見
直
し

は
行
っ
て
い
く
。

問 

津
波
浸
水
想
定
区
域
内

に
震
災
時
避
難
所
が
あ
る
こ

と
を
ど
う
思
う
か
。

答 

本
市
に
と
っ
て
最
も
切

迫
性
が
あ
る
の
は
三
浦
半
島

断
層
群
地
震
で
、
津
波
被
害

の
可
能
性
は
低
い
た
め
、
区

域
内
に
あ
る
こ
と
は
不
適
切

で
は
な
い

と
考
え
て

い
る
。

※
こ
の
ほ
か
に
、
小
室
卓
重
議
員
、
小
林
伸
行
議
員
、
ね
ぎ
し
か
ず
こ
議
員
、

青
木
哲
正
議
員
、
小
幡
沙
央
里
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。（
紙
面
の

都
合
上
、
質
問
記
事
は
議
員
一
人
あ
た
り
年
２
回
ま
で
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

中
学
校
完
全
給
食
の
実
現
に
向
け
て

関

沢

敏

行  

議
員　
　
公
明
党

問 

中
学
校
完
全
給
食
実
施

に
踏
み
切
っ
た
が
財
源
の
見

通
し
を
問
う
。

答 

厳
し
い
財
政
状
況
は
大

き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、

文
科
省
か
ら
の
補
助
金
の
ほ

か
、
追
加
交
付
を
得
ら
れ
た

再
編
交
付
金
な
ど
の
有
利
な

財
源
を
見
き
わ
め
た
い
。

問 

全
市
立
学
校
へ
緊
急
地

震
速
報
自
動
放
送
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答 

緊
急
地
震
速
報
を
校
内

放
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児

童
・
生
徒
が
机
の
下
に
潜
る

な
ど
身
の
安
全
を
確
保
で
き

る
有
用
な
シ
ス
テ
ム
。
他
都

市
の
状
況
を
参
考
に
導
入
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

小
児
医
療
費
助
成
事
業

の
拡
充
策
の
検
討
状
況
は
ど

う
か
。

答 

本
来
的
に
は
国
の
施
策

だ
が
、
子
育
て
世
代
の
満
足

度
向
上
、
他
の
子
育
て
施
策

と
あ
わ
せ
て
拡
充
等
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
本
当
に
市

民
の
た
め
と
な
る
施
策
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

浦賀奉行所跡地を示す掲示板

学
校
内
に
埋
設
さ
れ
た
放
射
能
除
染
土
の
早
期
移
設

藤

野

英

明   

議
員　
　
無
会
派

問 

本
市
の
平
均
気
温
は
上

昇
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化

の
影
響
が
出
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
。

問 

震
災
時
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
未
作
成
校
に
対
す

る
取
り
組
み
は
。

答 

マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
。 

中
心
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
方
に
働
き
か
け
て
い

く
。問 

災
害
時
に
貢
献
で
き
る

中
学
生
の
育
成
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

答 

地
域
の
防
災
力
向
上
の

観
点
か
ら
も
大
切
な
こ
と
で

あ
る
。

答
教 

災
害
時
に
地
域
貢
献

で
き
る
中
学
生
の
育
成
を
図

る
取
り
組
み
や
環
境
作
り
を

実
施
し
て
い
く
。

問 

母
子
分
離
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
場
合
で
も
産
後
ケ
ア

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、基
準・

対
象
を
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答 

年
度
の
切
れ
目
を
目
安

に
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な

る
よ
う
基
準
の
見
直
し
を
検

討
す
る
。

問 

産
後
の
母
体
健
康
診
査

費
用
を
補
助
す
る
制
度
を
導

入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

産
後
の
母
体
健
康
診
査

の
必
要
性
は
高
い
の
で
、
何

ら
か
の
形
で
強
化
し
て
い
く
。

環
境
行
政・原
子
力
災
害
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

井

坂
　

直  

議
員　
　
日
本
共
産
党

産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
大
に
つ
い
て

南　

ま
さ
み  

議
員　
　
自
由
民
主
党

問 
東
日
本
大
震
災
か
ら
５

年
経
っ
た
今
も
、
市
内
4３
校

の
敷
地
内
に
放
射
能
汚
染
さ

れ
た
除
染
土
が
７
ト
ン
埋
設

さ
れ
た
ま
ま
だ
。
市
長
は
、

学
校
内
で
の
埋
設
は
仮
措
置

と
の
約
束
を
守
り
、
子
ど
も

と
保
護
者
に
安
心
を
提
供
す

る
た
め
に
早
急
に
搬
出
す
べ

き
だ
。

　
下
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は

高
濃
度
に
放
射
能
汚
染
さ
れ

た
下
水
道
汚
泥
焼
却
灰
を
最

大
時
１
４
０
０
ト
ン
、
敷
地

内
に
設
置
し
た
コ
ン
テ
ナ
で

保
管
し
て
き
た
。
し
か
し
現

浦
賀
奉
行
所
跡
地
に
つ
い
て
ト
ッ
プ
会
談
を

永

井

真

人  

議
員　
　
無
所
属
み
ら
い

大
地
震
発
生
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
に
つ
い
て

井

口

一

彦  

議
員　
　
自
由
民
主
党

問 

中
学
校
給
食
実
施
時
に

新
施
設
整
備
が
あ
れ
ば
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

答 

整
備
を
行
う
場
合
は
災

害
時
を
考
慮
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

導
入
も
含
め
熱
源
供
給
体
制

を
検
討
す
る
。

問 

施
設
分
野
別
実
施
計
画

に
災
害
時
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
有

効
性
を
記
載
す
べ
き
で
は
。

答 

同
計
画
の
性
格
上
、
具

体
的
記
載
は
難
し
い
。

問 

施
設
整
備
時
に
市
と
関

係
団
体
が
意
思
疎
通
を
図
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答 

関
係
団
体
と
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問 

横
須
賀
市
歌
に
対
す
る

市
長
の
思
い
は
。

答 

郷
土
愛
を
育
む
源
と

思
っ
て
い
る
。

問 
市
歌
制
定
50
周
年
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
べ
き
で
は
。

答 
予
定
は
な
い
が
、
市
が

主
催
す
る
式
典
に
お
い
て
幅

広
く
市
歌
を
活
用
す
る
。

問 

地
元
貢
献
事
業
者
に
係

る
入
札
制
度
の
見
直
し
状
況

は
。答 

入
札
制
度
の
改
正
を
実

施
す
る
場
合
は
、
来
年
の
市

政
方
針
の
場
で
表
明
す
る
。

在
で
は
、全
て
搬
出
さ
れ
た
。

　
か
ね
て
か
ら
の
提
案
ど
お

り
、
状
況
が
変
化
し
た
以
上

は
学
校
内
か
ら
下
町
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
コ
ン
テ
ナ
へ
早
急

に
移
設
す
べ
き
だ
。

答 

下
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
住
民
の
理
解
が
前
提
だ

が
、
移
設
に
向
け
て
教
育
委

員
会
と
上
下
水
道
局
で
協
議

を
開
始
し
た
。

ま
し
い
。
組
織
改
正
は
、
最

短
で
平
成
29
年
4
月
を
目
途

に
検
討
し
て
い
る
。

問 
新
た
な
地
域
資
源
に
な

る
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
（
2
軍
）

に
対
し
、
チ
ー
ム
名
変
更
の

要
請
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

機
会
を
捉
え
て
要
望
し

て
い
く
。

問 

取
り
壊
し
と
な
る
公
共

施
設
も
、
映
画
や
ド
ラ
マ
な

ど
の
撮
影
に
使
っ
て
も
ら
う

等
の
有
効
活
用
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答 

是
非
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

市
内
に
立
地
し
て
い
る

企
業
・
研
究
所
を
活
用
し
た

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

設
立
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

研
究
者
レ
ベ
ル
の
交
流

を
深
め
、
新
た
な
技
術
開
発

あ
る
い
は
産
業
が
起
き
る

き
っ
か
け
に
繋
げ
た
い
。

【
↙
１
面
か
ら
の
続
き
】



井
海
の
手
公
園
運
営
事
業
に
お
け
る
Ｂ

Ｏ
Ｔ
施
設
の
買
い
取
り
金
額
を
増
加
し

た
理
由
、
谷
戸
地
域
住
環
境
対
策
事
業

に
お
い
て
低
密
度
化
を
図
る
地
域
と
利

活
用
を
図
る
地
域
で
め
り
張
り
を
つ
け

て
事
業
を
行
う
必
要
性
、
代
執
行
に
よ

る
老
朽
危
険
家
屋
解
体
工
事
費
に
係
る

受
益
者
負
担
の
必
要
性
、
観
光
立
市
推

進
に
お
け
る
道
路
の
景
観
美
化
の
必
要

性
、
市
内
事
業
者
の
健
全
育
成
を
促
す

た
め
に
年
間
を
通
し
て
工
事
の
発
注
を

平
準
化
す
る
必
要
性
、
新
港
埠
頭
に
お

け
る
施
設
利
用
者
の
満
足
度
の
維
持
・

向
上
に
向
け
た
施
策
の
必
要
性
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
避
難
者
に
対
す
る
住
宅
無
償
提
供
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
趣
旨

と
し
た
請
願
の
審
査
で
は
、
全
会
一
致

で
採
択
し
、意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

�

（
委
員
長　
永
井
真
人
）

　
平
成
28
年
度
の
補
正
予
算
に
関
わ
る

審
査
で
は
、
民
生
委
員
の
担
い
手
不
足

の
中
で
定
数
を
増
員
す
る
根
拠
、
保
育

業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
で
管
理
す
る
具
体

的
な
業
務
内
容
、
保
育
事
業
所
整
備
に

よ
る
待
機
児
童
及
び
保
留
児
童
解
消
の

見
込
み
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
常
任
委
員
会
で
は
、
新

た
な
学
期
制
実
施
ま
で
の
検
討
期
間
に

対
す
る
懸
念
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ

ン
の
具
体
的
な
活
用
形
態
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
付
託

さ
れ
た
議
案
は
全
て
全
会
一
致
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
陳
情
に
つ
い
て
は
、
２
件
の
審
査
を

行
い
、
い
ず
れ
も
委
員
の
意
見
が
一
致

せ
ず
審
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
会
期
後
半
の
分
科
会
で
は
、
平
成
27�

年
度
の
各
会
計
の
決
算
議
案
に
つ
い
て

部
局
別
に
審
査
を
行
い
、
中
央
斎
場
使

用
料
有
料
化
に
よ
る
効
果
、
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
・

サ
ポ
ー
ト
事
業

の
実
施
状
況
、

乳
幼
児
健
康
支

援
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
、

学
童
ク
ラ
ブ
の
小
学
校
内
移
転
に
よ
る

利
用
料
低
減
の
有
無
、
不
育
症
治
療
費

助
成
事
業
に
お
け
る
周
知
方
法
の
検

証
、
学
習
状
況
調
査
結
果
を
学
力
向
上

施
策
へ
適
切
に
反
映
さ
せ
る
必
要
性
、

教
育
扶
助
費
等
の
適
切
な
支
給
時
期
へ

の
見
直
し
の
必
要
性
、
特
定
健
康
審
査

事
業
に
お
け
る
現
状
の
実
績
を
踏
ま
え

た
方
策
見
直
し
の
必
要
性
、
在
宅
医
療

に
お
け
る
今
後
の
課
題
、
要
介
護
度
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
の
必
要
性
、
市

民
病
院
へ
の
短
期
貸
付
に
対
す
る
透
明

性
確
保
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
多
く

の
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
委
員
長　

�
関
沢
敏
行
）

　
平
成
28
年
度
の
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
議
案
は
、
半
原
水
源
系
統
廃
止
に

伴
う
管
路
用
地
の
売
却
に
つ
い
て
、
地

元
自
治
体
で
あ
る
愛
川
町
と
の
協
議
が

整
っ
た
こ
と
を
受
け
、
所
要
の
補
正
を

行
う
も
の
で
、
売
却
価
格
の
算
出
方
法

や
土
地
評
価
額
の
考
え
方
、
こ
れ
ま
で

同
系
統
の
維
持
に
要
し
た
費
用
、
残
る

本
市
所
有
地
の
売
却
に
向
け
た
見
込
み

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
で
は
、
義
務
付

け
ら
れ
た
消
火
設
備
等
の
設
置
が
な
い

違
反
対
象
を
公
表
す
る
火
災
予
防
条
例

の
改
正
等
、２
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

地
域
運
営
協
議

会
交
付
金
の
今

後
の
方
向
性
に

つ
い
て
の
報
告

で
は
、（
仮
称
）

地
域
支
援
交
付

金
を
新
設
し
、

交
付
金
を
増
額
す
る
改
正
案
が
示
さ

れ
、
委
員
か
ら
は
、
交
付
決
定
の
審
査

基
準
、
活
動
報
告
の
精
査
方
法
、
協
議

会
未
設
置
地
区
へ
の
働
き
か
け
等
に
つ

い
て
質
疑
、
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
日
本
赤
十
字
社
神
奈
川
県
支
部
に

よ
る
災
害
救
援
物
資
倉
庫
建
設
に
関
し

て
は
、
倉
庫
の
管
理
体
制
、
市
民
周
知

の
方
法
、
災
害
時
に
お
け
る
備
蓄
品
提

供
の
優
先
順
位
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
審
査
で
は
、
ス
ー
パ
ー
防
犯
灯

の
維
持
管
理
費
へ
の
国
庫
支
出
金
充
当

に
対
す
る
見
解
、
子
ど
も
に
対
す
る
ご

み
減
量
化
・
資
源
化
の
啓
発
の
必
要
性
、

粗
大
ご
み
収
集
手
数
料
の
未
納
付
を
減

ら
す
た
め
の
方
策
、
小
動
物
死
体
処
理

事
業
の
採
算
性
を
踏
ま
え
た
今
後
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

�

（
委
員
長　
杉
田　
惺
）

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

審
査
に
お
い
て
、
市
内
環
状
線
街
路
改

良
事
業
の
用
地
取
得
に
伴
い
、
用
地
取

得
費
、
事
務
費
及
び
利
子
相
当
額
に
つ

い
て
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
提
案

が
あ
り
、
同
事
業
に
お
け
る
用
地
買
収

の
完
了
見
込
時
期
、
同
事
業
に
お
い
て

土
地
開
発
公
社
が
先
行
取
得
し
た
用
地

の
買
い
戻
し
方
法
に
つ
い
て
な
ど
の
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
期
後
半
で
は
、
平
成
27
年
度
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
を
行
い
、

歴
史
遺
産
の
維
持
管
理
に
対
す
る
猿
島

公
園
入
園
料
の
充
当
の
考
え
方
、
公
園

施
設
予
約
に
お

い
て
当
日
の
無

断
キ
ャ
ン
セ
ル

者
に
対
し
ペ
ナ

ル
テ
ィ
を
課
す

こ
と
を
検
討
す

る
必
要
性
、
長

催
で
き
る
可
能
性
や
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
工
夫
の
必
要
性
な
ど
の
建
設

的
な
意
見
の
ほ
か
、
会
場
周
辺
地
域
の

協
力
体
制
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
と
の

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
大
会
の
開
催
に
は
、
総

額
で
７
千
万
円
程
度
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、実
行
委
員
会
は
新
た
な
ス
ポ
ン
サ
ー

を
募
り
必
要
額
を
確
保
す
る
予
定
で
す
。

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
審
査
で
は
、
都
市
イ
メ
ー
ジ
創
造

発
信
事
業
に
お
け
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
を

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

審
査
に
お
い
て
、
来
年
５
月
に（
仮
称
）

Ａ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
横
須
賀
大
会
を
津
久
井
浜
で
開

催
す
る
た
め
に
、Ａ
Ｎ
Ａ
、京
浜
急
行
電
鉄

（
株
）、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ウ
イ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
協
会
、神
奈
川
県
、横
須
賀
市
で

構
成
す
る
実
行
委
員
会
への
負
担
金
１
千

万
円
を
計
上
す
る
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
大
会
を
継
続
的
に
開

委
託
す
る
場
合

の
事
業
者
選
定

方
法
と
適
材
適

所
の
人
材
配
置

を
行
う
必
要
性
、

政
府
関
係
機
関

の
地
方
移
転
問

題
に
対
す
る
要
望
活
動
の
内
容
、
公
用

自
動
車
を
総
務
部
で
一
元
管
理
す
る
必

要
性
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
控
除
額
に
よ

る
市
税
収
入
へ
の
影
響
、
基
地
の
再
編

関
連
特
別
事
業
基
金
の
子
育
て
施
策
へ

の
還
元
状
況
、
駅
前
で
の
観
光
案
内
を

強
化
す
る
必
要
性
、
各
種
雇
用
促
進
事

業
が
就
職
に
結
び
つ
い
た
実
績
に
つ
い
て

な
ど
、
多
く
の
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。�

（
委
員
長　
田
辺
昭
人
）

平
成
27
年
度
予
算
の
使
い
道
を
審
査

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
世
界
大
会
　
津
久
井
浜
で
開
催

予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会（
分
科
会
）

地
域
運
営
協
議
会
の
交
付
金
増
額
に
向
け
て

民
生
委
員
定
数
改
正
、子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
を
審
査

日
本
遺
産
構
成
文
化
財
で
あ
る
猿
島
の
管
理
な
ど
で
議
論

生
活
環
境
常
任
委
員
会（
分
科
会
）

教
育
福
祉
常
任
委
員
会（
分
科
会
）

都
市
整
備
常
任
委
員
会（
分
科
会
）

廃
止
が
決
定
し
て
い
る

半
原
水
源
地

ウインドサーフィンの
大会の様子

市立学校で活用されてい
るタブレット型パソコン

　
今
定
例
会
は
補
正
予
算
、
決
算
議
案

が
提
出
さ
れ
、
各
分
科
会
で
予
算
の
執

行
や
各
事
業
が
適
正
か
つ
効
果
的
に
行

わ
れ
て
い
る
か
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
は
、
９
月
15

日
、
23
日
及
び
10
月
12
日
に
会
議
を
開

き
、
９
月
15
日
の
委
員
会
で
は
、
一
般

会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
と

そ
の
他
条
例
改
正
の
５
議
案
に
つ
い
て

各
分
科
会
委
員
長
か
ら
の
審
査
経
過
報

告
を
受
け
、
４
件
は
全
会
一
致
で
、
１

件
は
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
９
月
23
日
の
委
員
会
で
は
、
会
計
管

理
者
か
ら
平
成
27
年
度
決
算
に
対
す
る

総
括
説
明
を
、
代
表
監
査
委
員
か
ら
審

査
意
見
を
聴
取
し
ま
し
た
。
委
員
か
ら

は
、
市
民
病
院
短
期
貸
付
金
安
全
性
確

保
の
た
め
の
協
定
に
規
定
す
べ
き
記
述

内
容
、
予
算
額
と
決
算
額
と
の
乖
離
を

な
く
す
た
め
の
取
り
組
み
を
求
め
る
理

由
、
経
常
収
支
比
率
か
ら
見
た
物
件
費

へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

　
10
月
12
日
の
委
員
会
で
は
、
各
分
科

会
委
員
長
か
ら
平
成
27
年
度
決
算
議
案

の
審
査
経
過
報
告
を
受
け
、
総
括
質
疑

を
実
施
し
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
こ

ど
も
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
配
置
な
ど
魅

力
の
発
信
の
み
で
は
な
く
政
策
の
強
化

を
進
め
る
必
要
性
、
市
民
病
院
へ
の
短

期
貸
し
付
け
の
廃
止
あ
る
い
は
貸
付
金

に
対
す
る
担
保
の
確
保
に
向
け
た
改
善

策
を
と
る
必
要
性
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
採
決
の
結
果
、
議
案
10
件
の
う
ち

４
件
は
全
会
一
致
で
、
５
件
は
賛
成
多

数
で
認
定
、
１
件
は
賛
成
多
数
で
可
決

及
び
認
定
し
ま
し
た
。

�

（
委
員
長　
は
ま
の
ま
さ
ひ
ろ
）

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

日本遺産の構成文化財であ
る猿島砲台跡

平成28年（2016年）11月28日第22号（3）



よこすか市議会だより平成28年（2016年）11月28日 第22号（4）

「よこすか市議会だより」は127,100部製作し、1部当たりの印刷経費は4.4円です。 よこすか市議会だよりは、紙へのリサイクルに適した材料〔Aランク〕のみを用いて製作しています。

○は賛成、×は反対

＊審査終了とは、委員の意見が一致しないなど委員会としての結論が出せずに審査を終えた場合を言います。

件　　名 結　果

請
願
東京電力福島第一原発事故避難者に対する住宅無償提供の継続を求める意見書の提出について 採択（意見書案提出）
市史編さん係の存続及び収集資料の保存・公開について 採択

陳
　
情

障害児者・透析者を含む移動困難者に対する通院支援について 審査終了
配慮ある重度障害者医療費助成施策の実施について 審査終了
日米地位協定の抜本的改定を求める意見書の提出について 審査終了

請願・陳情

平成 28 年第３回定例会　審議結果
議
案
番
号

賛否が分かれた議案

会　　派 無会派
自
由
民
主
党

公

明

党

無
所
属
み
ら
い

市
政
同
友
会

研
　

政

日
本
共
産
党

青
木
哲
正

上
地
克
明

小
室
卓
重

藤
野
英
明８人 ７人 ７人 ６人 ５人 ３人

74 平成28年度横須賀市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

85 平成27年度横須賀市一般会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

86 平成27年度横須賀市特別会計国民健康保険費歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

88 平成27年度横須賀市特別会計介護保険費歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

92 平成27年度横須賀市水道事業会計決算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

93 平成27年度横須賀市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

94 平成27年度横須賀市病院事業会計決算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

件　　名 結　果
次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修に係る給付の見直しに関する意見書の提出について 可決（全会一致）
地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 可決（全会一致）
東京電力福島第一原発事故避難者に対する住宅無償提供の継続を求める意見書の提出について 可決（全会一致）
横須賀の誇るべき近代化歴史資料を生かす歴史資料館の早期検討を求める決議について 可決（全会一致）

意見書・決議

【会派所属議員名】
自由民主党　�木下憲司　田辺昭人　青木秀介　松岡和行　大野忠之　渡辺光一　南まさみ　井口一彦
公 明 党　�板橋　衛（議長）　　鈴木真智子　土田弘之宣　石山　満　関沢敏行　本石篤志　二見英一
無所属みらい　�はまのまさひろ　矢島真知子　永井真人　嘉山淳平　葉山　直　小幡沙央里　山本けんじゅ
市政同友会　�伊藤順一　伊東雅之　加藤眞道　西郷宗範　杉田　惺　山口道夫
研　　　　政　�角井　基　伊関功滋　小林伸行　髙橋英昭　長谷川昇　
日本共産党　�大村洋子　ねぎしかずこ　井坂　直

＊その他議案15件については、全会一致で可決、認定または同意しました。詳細は市議会ホームページにも掲載してありますので、ご覧ください。
＊議長は、議事を取り仕切る立場から、採決に加わりません。

開催日 会議名

11月28日（月）議会運営
11月29日（火）本会議、予算決算常任
11月30日（水）（予備日）

12月�２日（金）教育福祉常任（予決算分科会）、都市整備常任（予決算分科会）
12月�５日（月）（予備日）

12月�６日（火）総務常任（予決算分科会）、生活環境常任（予決算分科会）
12月�７日（水）（予備日）
12月�８日（木）中学校完全給食実施等検討特別委員会
12月�９日（金）（予備日）
12月12日（月）予決算理事会、予算決算常任（11時）
12月13日（火）（予備日）
12月14日（水）議会運営、本会議（14時）

第 ４ 回 定 例 会 の お 知 ら せ

　観光立市推進特別委員会は、本市の抱える様々な課
題に「観光を横須賀市の基幹産業に！」との熱い思い
を持って進めてまいりました。委員会として最後に(仮
称)観光立市推進アクションプランの策定について提言
をまとめ、審査を終了いたしました。
　提言内容は、アクションプランに位置付ける事業は、
数値目標を設定し、効果の検証・評価を行うなど、効
果的な事業実施を図ること。次に、観光は、流行りや
社会情勢などに影響を受けやすく、めまぐるしい変化
や新たな課題に敏感に対応できるような柔軟性を確保
すること。最後に、本市が行う事業や管理する施設等
のみならず、全ての歴史・場所・施設・ものなどを観
光の視点で積極的に活用すること、の３点です。
　これからは、観光立市推進基本計画や今年中に策定
予定のアクションプランを中心に観光行政に力を注い
でいくことになります。� （委員長　土田弘之宣）

　今年7月の総合教育会
議において中学校完全給
食の導入が決定され、現
在、給食を提供するため
の具体的な検討が始まり
ました。議会もこれまで
中学校給食の導入を求め
てきましたが、この度、中
学校完全給食実施等検討
特別委員会を設置し、さ
まざまな課題を多角的、
集中的に議論し、おいし
い給食の早期実現を目指
してまいります。
� （委員長　鈴木真智子）

＊時間の記載がないものは10時開会です
＊特別委員会については、日程が追加される場合があります。

観光を横須賀市の基幹産業に！ 中学校完全給食
の導入に向けて

通年議会を導入します
　横須賀市議会では、来年５月から通年議
会導入の方針を決定しました。通年議会は、
ほぼ１年を通じて会期とし、必要に応じて
本会議や委員会を開くことができます。急
を要する案件が生じた場合の迅速な対応な
ど、議会の活動が常時可能となり、議会の
機能強化が図られます。通年議会の導入は、
議会制度検討会で協議を重ねてきました。
これから条例改正などの必要な手続きを進
めていきます。

編
集
後
記

　
多
く
の
皆
様
に
市
議
会
の
活
動
や
情

報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
、『
伝
わ

り
や
す
い
表
現
を
』
と
の
思
い
を
込
め

て
、
紙
面
構

成
に
議
論
を

重
ね
ま
し
た
。

　
皆
様
に
、

ご
愛
読
い
た

だ
け
れ
ば
編

集
委
員
一
同

う
れ
し
く
思

い
ま
す
。


